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６
月
に
実
施
し
た
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
『
家
庭
ご
み
15
％

減
量
化
作
戦
』
～
私
の
一
日
の
ご

み
減
量
行
動
」
の
効
果
と
減
量
化

に
向
け
た
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
。

な
る
べ
く
早
く
ご
み
15
％

の
減
量
目
標
を
達
成
し

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
た
め
に
は
、

住
民
へ
の
啓
発
や
意
識
改
革
に
取

り
組
む
と
同
時
に
、
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
事
業
所
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

認
知
症
予
防
の
た
め
、
加

齢
性
難
聴
の
方
へ
の
補
聴

器
購
入
補
助
制
度
の
新
設
を
求
め

る
。

町
内
の
医
療
機
関
の
状
況

は
。

子
ど
も
の
感
染
状
況
と
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
状
況
は
。

県
で
は
、
外
来
受
診
前
の

重
症
化
リ
ス
ク
の
な
い
有

症
状
者
に
対
し
て
、
個
人
宅
配
送

に
よ
る
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
で

の
自
己
検
査
や
県
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査

無
料
化
事
業
の
検
査
で
、
陽
性
と

判
明
し
た
場
合
、
陽
性
者
の
登
録

を
行
う
検
査
キ
ッ
ト
配
布
・
陽
性

者
登
録
セ
ン
タ
ー
を
９
月
１
日
よ

り
開
設
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
が

無
理
な
方
は
、
役
場
に
当
事
者
か

ら
連
絡
を
す
れ
ば
対
応
で
き
る
仕

組
み
の
検
討
を
求
め
る
。

２
学
期
開
始
へ
の
対
策

は
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
１
人
１
回

３
千
円
の
補
助
を
す
る
こ
と
を
求

め
る
。「

義
務
教
育
は
無
償
」
の

観
点
か
ら
、
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
の
行
き
づ
ら
さ
を
支
援
す
る
た

め
に
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
増
加
に
伴
い
、
各
診
療
所
に
相

当
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

７
月
・
８
月
の
15
歳
以
下
の
感

染
状
況
は
、
全
体
の
26
％
。

　

８
月
末
で
の
５
歳
～
15
歳
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
者
数
は
、
１
回
目

31
．５
％
、
２
回
目
31
．１
％
。

　

身
体
的
距
離
の
確
保
、
手
洗
い

の
徹
底
、
十
分
な
換
気
等
の
感
染

対
策
を
徹
底
し
、
学
び
の
継
続
と

の
両
立
に
努
め
る
。

　

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。
医
療
ひ
っ
迫
を

引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
基
本

的
な
感
染
対
策
を
お
願
い
す
る
。

　

不
安
を
抱
え
ら
れ
た
自
宅
療
養

者
の
方
か
ら
、
役
場
に
直
接
電
話

相
談
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
個
別

対
応
を
す
る
。

（
健
康
推
進
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
学
校
教
育
担
当
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）
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デジタル補聴器

　

将
来
を
見
据
え
、
長
期
に
運
営

を
継
続
す
る
に
は
、
集
落
の
皆
様

自
身
に
お
か
れ
て
も
、
例
え
ば
若

い
世
代
や
、
今
ま
で
米
作
り
に
携

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
方
々
ま
で
も

巻
き
込
ん
で
、
地
域
の
米
づ
く
り

の
魅
力
を
伝
え
、
仲
間
や
賛
同
者

を
獲
得
す
る
な
ど
、
経
営
力
の
強

化
と
人
材
の
確
保
、
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
肝
要
で

あ
る
。

　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

農
地
中
間
管
理
機
構
と
地
域
で
の

農
地
利
用
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
担
う
組
織
で
あ
る
農
業
委
員

会
、
農
業
協
同
組
合
、
土
地
改
良

区
等
と
の
連
携
強
化
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
質
問
す
る
。

　

農
村
ま
る
ご
と
保
全
向
上
対
策

事
業
で
は
、
遊
休
農
地
の
地
域
的

な
活
用
や
、
地
域
外
か
ら
人
材
を

呼
び
込
む
農
的
関
係
人
口
の
拡
大

と
い
っ
た
取
り
組
み
が
あ
り
、
農

家
以
外
の
人
材
力
を
動
員
す
る
こ

と
で
農
地
の
保
全
を
支
援
し
て
い

る
。

　

個
人
小
規
模
農
家
や
新
た
な
人

材
力
は
、
本
町
の
農
業
を
下
支
え

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
、
既
存
制
度
を
活
用
し
た
支

援
を
継
続
的
に
行
う
。

　

ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
地

域
計
画
に
よ
っ
て
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
担
い
手
支
援
を
講
じ
る
。

　

昨
年
成
立
し
た
相
続
土
地
国
庫

帰
属
法
は
、
10
年
分
相
当
の
土
地

管
理
費
を
国
に
支
払
う
な
ど
、
複

数
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
相
続
人

が
利
用
も
譲
渡
も
で
き
な
い
土
地

を
国
の
管
理
に
帰
属
で
き
る
制
度

で
、
来
年
の
春
に
施
行
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
水
利
費
や
土
地
改
良

費
な
ど
の
金
銭
債
務
が
あ
る
農
地

は
対
象
外
と
な
る
見
込
み
で
、
全

て
の
農
地
が
対
象
と
な
る
も
の
で

は
な
い
。

　

最
も
必
要
な
取
り
組
み
は
、
地

域
全
体
で
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、
農
業
者

の
話
し
合
い
に
よ
る
農
地
の
集
約

化
や
ほ
場
整
備
な
ど
の
経
営
効
率

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
業

に
意
欲
的
な
企
業
や
外
国
人
、
半

農
半
Ｘ
な
ど
、
新
た
な
人
材
に
よ

る
農
地
利
用
の
促
進
、
農
業
と
観

光
の
連
携
な
ど
、
多
様
な
農
業
経

営
を
支
援
し
て
い
く
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

答

答

答

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い
て

こ
の
先
の
農
業
経
営
を
見

据
え
た
と
き
、
現
在
の
担

い
手
を
支
え
る
後
継
者
が
な
く
、

農
業
経
営
そ
の
も
の
を
継
続
さ
せ

る
こ
と
も
難
し
い
。
特
に
集
落
で

形
成
さ
れ
て
い
る
農
事
組
合
法
人

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
見
解
を
問
う
。

作
業
条
件
の
悪
い
農
地
が

取
り
残
さ
れ
、
耕
作
者
が

近
年
は
農
業
者
だ
け
で
な

く
、
農
地
の
所
有
者
も
世

代
交
代
し
て
お
り
、
農
業
に
関
す

る
関
心
も
薄
ら
い
で
き
て
い
る
。

　
農
地
を
維
持
す
る
に
は
、
固
定

資
産
税
、
土
地
改
良
賦
課
金
等
の

経
費
も
か
か
る
。
小
作
料
で
は
農

地
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ず
、
農
地
を
相
続
放
棄
さ
れ
る
状

況
も
あ
る
。
相
続
放
棄
さ
れ
た
農

地
は
、
耕
作
も
で
き
ず
に
遊
休
農

地
化
へ
と
進
展
し
て
い
く
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
農
地
を
農
地
と
し
て
維
持
す
る

　

考
え
て
い
な
い
。

　

当
町
に
は
民
間
の
資
源
ご
み
回

収
施
設
が
あ
り
、
多
く
の
住
民
が

こ
の
施
設
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
ご
み
の
分
別
や
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
に
つ
い
て
関

心
を
持
ち
、
ご
み
の
減
量
化
に
努

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
施
設
の
さ

ら
な
る
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、

町
と
し
て
も
、
住
民
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
対
す
る
意
識
、
ご
み
の
分
別

意
識
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　
「
第
９
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
高
齢
者

の「
聞
こ
え
」
に
関
す
る
内
容
を

盛
り
込
み
、実
態
を
把
握
し
た
い
。

　

令
和
３
年
６
月
分
に
対
し
、
総

重
量
約
８
％
の
減
量
、
令
和
２
年

６
月
分
に
対
し
約
11
％
の
減
量
と

な
っ
た
。
令
和
４
年
５
月
と
の
比

較
で
は
、
総
重
量
約
15
・
４
％
の

減
量
と
な
っ
た
。

　

減
量
化
の
取
り
組
み
を
い
か
に

継
続
し
て
行
う
か
が
重
要
と
考
え

る
。
引
き
続
き
、
ご
み
の
減
量
化

の
必
要
性
を
啓
発
し
て
い
き
た

い
。 （

町
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

問問

問 答

答答

答

農地を農地として維持するための
農業政策は

Q

農地集積と農業後継者問題
について

集約化やほ場整備などの経営効率化に取り
組み、観光の連携など、多様な農業経営を
支援していく

A

町内の田園風景

認知症予防のため、購入補助を
求める

Q

加齢性難聴の補聴器

介護保険計画のアンケート調査で
実態を把握したい
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め
る
。

る
。

　
行
政
の
抜
本
的
な
対
策
は
。

な
く
遊
休
農
地
化
し
、
農
地
の
本

来
の
多
面
的
機
能
が
損
な
わ
れ
て

い
る
。

　

農
業
生
産
を
見
据
え
た
と
き

に
、
国
の
進
め
る
集
積
も
重
要
で

あ
る
が
、
農
地
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
個
人
小
規
模
農
家
に
対

し
、
町
独
自
の
施
策
を
展
開
す
る

考
え
方
を
問
う
。

た
め
の
農
業
政
策
は
、
環
境
問
題

や
災
害
の
未
然
防
止
な
ど
、
将
来

の
負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
重

要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。


